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１．整形外科専門研修プログラムの理念 

整形外科専門医は、国民の皆様に質の高い運動器医療を提供することが求められます。このため、

九州大学整形外科専門研修プログラムは、医師として必要な臨床能力および運動器疾患全般に関し

て、基本的・応用的・実践能力を備えた医師を育成し、国民の運動器の健全な発育と健康維持に貢

献すること、を理念としています。 

 

２．整形外科専門医の使命 

整形外科専門医は、あらゆる運動器に関する幅広い科学的知識と高い社会的倫理観を備え、さら

に、進歩する医学の新しい知識と技術の修得に日々邁進し、高い診療実践能力を有する医師でなけ

ればなりません。従って、整形外科専門医の使命は、運動器疾患全般に関して、早期診断、保存的

および手術的治療、ならびにリハビリテーション治療などを実行できる能力を備え、良質かつ安全

で心のこもった医療を提供し、国民の運動器の健全な発育と健康維持に貢献することです。 

 

３．九州大学整形外科専門研修プログラムの特徴 

① 全国の 51 の専門研修連携施設から成る豊富な研修病院群 

九州大学整形外科学教室は 1909 年に開講した歴史ある教室であり、日本の整形外科学の発展に

多大な貢献をしてきました。それ故、北は北海道から南は宮崎県まで、現在でも多くの関連病院を

有しており、福岡県内は元より県外の地域医療にも貢献し続けています。そのうち 51 の関連病院

では、新専門医制度における整形外科専門研修プログラム整備基準にある専門研修連携施設基準を

満たしており、本プログラムにおいて九州大学病院を中心とした豊富な研修病院群を形成すること

が可能となっています。整形外科全領域を網羅した研修病院群をローテーションすることにより

「偏りのない幅広い知識・臨床力」を身につけ、さらには全国有数の専門性の高い研修病院でより

「高度な専門性」を身につけた整形外科医を育成することが本プログラムの理念です。 

② 公平なローテーション制度 

九州大学整形外科学教室では、以前より独自に 6 年間の後期研修期間を定め、九州大学病院と

50 以上の関連病院からなる病院群を原則一年毎にローテーションすることにより、幅広い臨床力

をもつ整形外科医を育成するシステムを構築しておりました。中でも特徴的なのは、くじ引きで研

修病院を決定する方法です。これは、毎年一回、同一研修年次の先生の間でくじ引きをし、病院選

択の順番を決めます。「１番」のくじを引いた先生から順に、提示された病院群の中から来年度研

修する病院を選択するというシステムです。極めて公平な制度であり、これまで研修してきたロー

テーターの先生たちには大変好評なシステムです。本プログラムにおいては、整形外科専門研修プ

ログラム整備基準に則って、定められた 10 の研修領域（脊椎・脊髄、上肢・手、下肢、外傷、リ

ウマチ、リハビリテーション、スポーツ、地域医療、小児、腫瘍）を 3 年 9 ヶ月間で修得してい

ただけます。計画的な単位取得管理は必須となりますが、上記の通り豊富な連携施設を擁していま

すので、本プログラムでも従来通りの公平なくじ引きシステムを継続します。 

本プログラム修了後は、プラス 2 年間の関連病院ローテーションによる研修を従来通りに行って



頂きます。４年間では整形外科医としては決して一人前とは言えません。豊富な症例を有する各研

修施設で、これまで身につけてきた基礎力・専門力を遺憾なく発揮し、さらには後輩の専攻医を自

ら指導することにより、より安心・安全・速やかに一人前の整形外科医となっていただけます。 

また、大学院への進学については、プログラム途中でも選択可能となります。大学院への進学希

望がある場合には、九州大学整形外科医局が毎年行うアンケート調査にその旨を記載してください。 

 

４．九州大学整形外科専門研修プログラムの概要 

整形外科専門研修は１ヶ月の研修を 1 単位とする単位制です。全カリキュラムを脊椎・脊髄、上

肢・手、下肢、外傷、リウマチ、リハビリテーション、スポーツ、地域医療、小児、腫瘍の 10 の

領域に分割し、基幹施設および連携施設をローテーションすることで、それぞれの領域で定められ

た単位数を修得し、3 年 9 ヶ月の間で 45 単位を修得する修練プロセスで研修を行います。 

 

４．１ 基幹施設 

九州大学病院を基幹施設とします。大学病院での研修は必修であり、そのローテーション期間は

3~12 ヶ月となります。九州大学病院では「地域医療」以外の全領域を研修することができ、各領

域で専門性の高い診療を経験できます。また、救命救急センター、麻酔科にもローテーション枠が

ありますので、大学病院にいながら外傷を中心とした三次救急、救命措置を学ぶこともできます。 

学術活動に関わりを持ちやすいことも大学病院の特徴です。マンスリーに開催される九州大学主

催の研究会では、全国の最先端で活躍されている講師陣をお招きして各専門領域の講演をしていた

だきます。本研究会では最先端の知識に接する機会を得られるだけでなく、専門医取得に必要な日

本整形外科学会教育研修講演単位を全領域において効率よく取得できるようになっています。また、

各診療グループでは大学院の先生を含めた抄読会・研究データセッションを開催していますので、

やる気のある先生は世界的な研究に触れることもできます。学会発表や論文作成についても大学教

員が責任を持って指導を行います。 

【九州大学病院整形外科 週間スケジュール】 

 



４．２ 連携施設 

年間 2000 例以上の手術件数を誇る九州労災病院を筆頭に、51 の関連施設が含まれます。福岡市

内および北九州市内の主要病院はもちろん、県外では、広島赤十字原爆病院（平成 28 年度手術件

数 909 例）、山口赤十字病院（同 613 例）、下関市立市民病院（同 993 例）、佐賀県医療センター好

生館（同 886 例）、大分赤十字病院(同 497 例)、別府医療センター（同 573 例）、佐世保共済病院

（同 1044 例）、県立宮崎病院（同 801 例）など、地方の研修施設はいずれも各地域（広島県、山

口県、佐賀県、大分県、長崎県、宮崎県）の中核病院です。地方における整形外科診療は、地域医

療研修として病病連携・病診連携を経験することを目的としていますが、これら地方中核病院では

高度な知識が要求される症例が数多く集まります。地域医療研修ではこれらの難易度の高い症例の

臨床経験を積むことを目的とし、同時に地域医療へ貢献する理念を育成しています。 

また、関連病院の専門性に関しては、脊椎・脊髄疾患専門施設として総合せき損センター、腫瘍

専門施設として九州がんセンター、小児専門施設として福岡市立こども病院、福岡県立粕屋新光園、

北九州市立療育センター、佐賀整肢学園こども発達医療センター、スポーツ整形関連施設として福

岡整形外科病院など、各専門領域においても国内有数の研修病院が含まれており、他のプログラム

では実現することが難しい充実した病院群を形成しています。 

これらの連携施設を原則 1 年毎にローテーションすることにより、幅広い知識と技術を習得する

ことが可能となります。また、どの施設においても、西日本整形・災害外科学会（年 2 回開催）な

どの学会や研究会での発表機会を得ることができ、各施設の指導医が責任をもって指導します。次

に、各施設の年間手術数、年間新患数、指導医数、取得可能領域分野を一覧に示します。 

 

 

 

 

 

【基幹施設および連携施設における年間新患数および年間手術数】 



 

 

 

 

 

 

 

 

【基幹施設および連携施設における指導医数および取得可能領域分野】 

（各施設における手術件数とその分野、指導可能領域：1.脊椎 2．上肢・手 3．下肢 4．外傷 5．リウマチ 6．

スポーツ 7．小児 8．腫瘍 9.リハビリ 10.地域） 



 



 

（リハビリ、地域医療研修単位が取得可能な連携施設） 

 

 

４．３ 研修ローテーションの具体例と単位取得例 

次に研修ローテーションの具体例と単位取得例を示します。豊富な病院群により、幅広い知識と

技術の習得が可能となります。また、流動単位（5 単位）が設定されているため、必修単位取得後

にさらなる経験が必要と考えられる分野や、将来希望するサブスペシャリティ領域を重点的に研修

することが可能です。 

 

【研修ローテーションの具体例】 



 

＊毎年くじ引きをして、次年次のローテーション病院を決めます。 

 

【単位取得例】 

 

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半
専攻医１ 大学 九州医療センター

専攻医２ 九州医療センター 大学
専攻医３ 大学 福岡東医療センター

専攻医４ 福岡東医療センター 大学
専攻医５ 大学 浜の町病院
専攻医６ 浜の町病院 大学
専攻医７ 大学 九州中央病院

専攻医８ 九州中央病院 大学
専攻医９ 大学 大学（救命救急）

専攻医１０ 大学（救命救急） 大学
専攻医１１ 大学 こども病院
専攻医１２ こども病院 大学
専攻医１３ 大学 九州がんセンター

専攻医１４ 九州がんセンター 大学
専攻医１５ 大学 新光園
専攻医１６ 新光園 大学
専攻医１７ 大学 溝口外科整形外科病院

専攻医１８ 溝口外科整形外科病院 大学
専攻医１９ 大学 諸岡整形外科病院

専攻医２０ 諸岡整形外科病院 大学
専攻医２１ 大学 福岡整形外科病院

専攻医２２ 福岡整形外科病院 大学
専攻医２３ 大学 佐賀整肢学園
専攻医２４ 佐賀整肢学園 大学
専攻医２５ 大学 新光園
専攻医２６ 新光園 大学
専攻医２７ 大学 こども病院
専攻医２８ こども病院 大学
専攻医２９ 大学 九州がんセンター

専攻医３０ 九州がんセンター 大学

浜の町病院
飯塚病院
製鉄記念八幡病院
福岡赤十字病院
福岡東医療センター

北九州市立医療センター
別府医療センター
九州中央病院
潤和会記念病院
溝口外科整形外科病院

九州大学別府病院
諸岡整形外科病院
北九州市立療育センター
九州労災病院
福岡市民病院

佐賀県医療センター好生館
田川市立病院
九州労災病院
山口赤十字病院
JCHO登別病院

唐津赤十字病院
古賀病院21
豊栄会病院
佐田病院
朝倉医師会病院

こども病院
福岡整形外科病院
総合せき損センター
下関市立市民病院
県立宮崎病院

佐田病院

九州労災病院
JCHO九州病院
北九州市立医療センター

広島赤十字病院
北九州市立療育センター
下関市立市民病院
山口赤十字病院
潤和会記念病院
県立宮崎病院
佐世保共済病院
古賀病院21
JR九州病院
JCHO九州病院

下関市立市民病院

別府医療センター

広島赤十字・原爆病院
下関市立市民病院

１年目 ２年目

済生会八幡総合病院
JR九州病院
製鉄記念八幡病院

県立宮崎病院

飯塚病院
田川市立病院
佐賀県医療センター好生館

北九州市立医療センター

朝倉医師会病院
JCHO登別病院

佐世保共済病院

小倉医療センター

４年目

福岡市民病院
福岡赤十字病院
千早病院
原三信病院

製鉄記念八幡病院
飯塚病院
田川市立病院
佐賀県医療センター好生館
佐世保共済病院
別府医療センター
大分赤十字病院
県立宮崎病院

広島赤十字・原爆病院

３年目

総合せき損センター

大分赤十字病院

福岡赤十字病院

九州医療センター
小倉医療センター

九州労災病院
JCHO九州病院

豊栄会病院

JCHO登別病院
千早病院
原三信病院
済生会八幡総合病院

九州医療センター
唐津赤十字病院
福岡東医療センター
浜の町病院
九州中央病院



 

 

 

５．九州大学整形外科専門研修後の成果 

九州大学整形外科研修プログラムを修了した専攻医は、あらゆる運動器に関する科学的知識と高

い社会的倫理観を備え、さらに、進歩する医学の新しい知識と技能を修得できるような幅広い基本

的な臨床能力（知識・技能・態度）が身についた整形外科専門医となることができます。また、同

時に専攻医は研修期間中に以下の基本的診療能力（コアコンピテンシー）も習得できます。 

１）患者への接し方に配慮し、患者や医療関係者とのコミュニケーション能力を磨くこと 。 

２）自立して、誠実に、自律的に医師としての責務を果たし、周囲から信頼されること（プロフェ

ッショナリズム）。 

３）診療記録の適確な記載ができること。 

４）医の倫理、医療安全等に配慮し、患者中心の医療を実践できること。 

５）臨床から学ぶことを通して基礎医学・臨床医学の知識や技術を修得すること。 

６）チーム医療の一員として行動すること 

７）後輩医師に教育・指導を行うこと 。 



 

６．研修方法 

参照資料 

整形外科専門研修プログラム整備基準（日本整形外科学会 HP） 

https://www.joa.or.jp/edu/files/main.html 

 

６．１ 基本方針 

整形外科専門研修プログラム整備基準付属資料 3「整形外科専門研修カリキュラム」と同じく付

属資料 13「整形外科専攻医研修マニュアル」に沿って、九州大学病院（基幹施設）および連携施

設群において研修を行います（日本整形外科学会ホームページ参照）。専門知識習得の年次毎の到

達目標と専門技能習得の年次毎の到達目標は、整形外科専門研修プログラム整備基準付属資料 1

「専門知識習得の年次毎の到達目標」、資料 2「専門技能習得の年次毎の到達目標」を参照して下

さい。 

研修実績の記録と評価には、日本整形外科学会整形外科専門医管理システム（web）を用います。

専攻医は、各研修領域終了時および研修施設移動時に日本整形外科学会が作成したカリキュラム成

績表の自己評価欄に行動目標毎の自己評価を行います。また指導医評価表で指導体制、研修環境に

対する評価を行います。指導医は、専攻医が行動目標の自己評価を終えた後にカリキュラム成績表

の指導医評価欄に専攻医の行動目標の達成度を評価します。また、指導医は抄読会や勉強会、カン

ファレンスの際に、専攻医に対して教育的な建設的フィードバックを行うことを心がけます。 

研修実績と評価をもとに、専門研修 4 年目（研修開始から 3 年 9 ヶ月）に専門研修プログラム

管理委員会において、専門研修終了判定を行います。判定基準は以下の通りです。 

１）各修得すべき領域分野に求められている必要単位を全て満たしていること。 

２）行動目標のすべての必修項目について目標を達成していること。 

３）臨床医として十分な適性が備わっていること。 

４）研修期間中に日本整形外科学会が主催又は認定する教育研修会を受講し、所定の手続により

30 単位を修得していること。 

５）1 回以上の学会発表、筆頭著者として 1 編以上の論文があること。 

の全てを満たしていることである。 

 

６．２ 研修計画 

 整形外科の研修で経験すべき疾患・病態は、骨、軟骨、筋、靱帯、神経などの運動器官を形成す

るすべての組織の疾病・外傷・加齢変性です。また新生児、小児、学童から成人、高齢者まで全て

の年齢層が対象となり、その内容は多様です。この多様な疾患に対する専門技能を研修するために、

整形外科専門研修は１ヶ月の研修を 1 単位とする単位制をとり、全カリキュラムを 10 の研修領域

に分割し、4 年間で 48 単位を修得する修練プロセスで研修していただきます。 

① 専門知識の習得計画 

https://www.joa.or.jp/edu/files/main.html


本研修プログラムでは、専門知識を整形外科専門研修プログラム整備基準付属資料 3「整形外科

専門研修カリキュラム」に沿って研修し、知識能習得状況を 6 ヶ月毎に評価します（自己評価およ

び指導医評価）。専門研修プログラム管理委員会による専攻医面接を年一回行い、知識習得に関す

る目標設定・取得単位調整・指導を行います。 

② 専門技能の習得計画 

本研修プログラムでは、専門技能を形外科専門研修プログラム新整備基準に沿って研修し（日本

整形外科学会ホームページ参照）、技能習得状況を 6 ヶ月毎に評価します（自己評価および指導医

評価）。専門研修プログラム管理委員会による専攻医面接を年一回行い、知識習得に関する目標設

定・取得単位調整・指導を行います。 

③ 経験目標（経験すべき疾患・病態、診察・検査等、手術処置等） 

 経験すべき疾患・病態、診察・検査等、手術処置等は、整形外科専門研修プログラム整備基準に

沿って研修します。九州大学病院および連携施設での切れ目のない研修により、これらは十分に経

験することができます。 

④ プログラム全体および各施設によるカンファレンス等の学習機会 

専攻医は 1~2 研修年次の間に一回、九州大学病院で年一回開催される「九大骨折治療研修会」

に参加し、外傷診療を行うための基本事項を学習していただけます。また、九州大学病院で毎年開

催される「九州・山口地区小児整形外科教育研修会」に参加することにより、小児診療を行うため

の基本事項を学習いただけます。 

各施設において抄読会や勉強会を実施し、最新の医療情報を修得できます。また、診療科におけ

るカンファレンスおよび関連診療科との合同カンファレンスを通して、病態と診断過程を深く理解

し治療計画作成の理論を学ぶとともに、他職種との協力や養成にリーダーシップを図れるように指

導します。 

⑤ 習得すべき学問的姿勢 

 臨床的な疑問点を見出して解明しようとする意欲を持ち、その解答を科学的に導き出し、論理的

に正しくまとめる能力を修得することを目標に、以下の行動目標を定めています。 

１）経験症例から研究テーマを立案しプロトコールを作成できる。 

２）研究に参考となる文献を検索し、適切に引用することができる。 

３）結果を科学的かつ論理的にまとめ、口頭ならびに論文として報告できる。 

４）研究・発表媒体には個人情報を含めないように留意できる。 

５）研究・発表に用いた個人情報を厳重に管理できる。 

６）統計学的検定手法を選択し、解析できる。  

⑥ 実施すべき学術活動とその指導体制 

 研修期間中に日本整形外科学会が主催又は認定する教育研修会を受講し、所定の手続により 30

単位を修得します。九州大学整形外科が福岡市内で毎月主催する Monthly Orthopaedics 

Conference に参加することにより、多領域にわたる講演をまんべんなく聞くことができ、効率よ

く単位取得ができます。 



また、研修期間中に 1 回以上の学会発表、筆頭著者として 1 編以上の論文を作成するよう指導

します。専門研修プログラム管理委員会は、全専攻医の学会発表数および論文執筆数を年一回集計

し、面接時に指導・助言します。いずれの施設においても、図書館やインターネット環境などの研

修・研究環境は整備されています。 

⑦ コアコンピテンシーの研修計画（医療倫理、医療安全、院内感染対策等） 

 整形外科専門医としての臨床能力（コンピテンシー）には、専門的知識・技能だけでなく、医師

としての基本的診療能力（コアコンピテンシー）が重要であることから、どの領域から研修を開始

してもコアコンピテンシーを身につけさせることを重視しながら指導し、さらに専攻医評価表を用

いてフィードバックをすることによってコアコンピテンシーを早期に獲得することを目標としま

す。 

 九州大学病院および各連携施設の医療倫理・医療安全講習会に参加し、その参加状況を年一回専

門研修プログラム管理委員会に報告します。 

⑧ 地域医療に関する研修計画 

 本プログラムの研修施設群には、福岡県内に 8 施設、佐賀県に 3 施設、大分県に 3 施設、長崎

県に 1 施設、宮崎県に 1 施設、山口県に 2 施設、広島県に 1 施設、北海道に 1 施設と、全部で 20

施設の地域医療を経験できる施設がふくまれており、少なくとも 1 名以上の整形外科専門医が常勤

しているため指導体制は十分です。従って、本プログラムのすべての専攻医は、少なくとも一つの

施設に原則一年間勤務することで、他領域の研修とともに地域医療の研修が可能となります。「常

勤医の異動等により指導体制が不十分である」と専門研修プログラム管理委員会が判断した施設に

は、専攻医を派遣することはありません。 

⑨ サブスペシャリティ領域との連続性について 

 整形外科専門医のサブスペシャリティ領域として、日本脊椎脊髄病学会専門医、日本リウマチ学

会専門医、日本手外科学会専門医があります。本プログラムの九州大学病院および連携施設にはこ

れらサブスペシャリティ領域の研修認定施設が複数施設ずつ含まれています。整形外科専門研修期

間からこれらのサブスペシャリティ領域の研修を行うことができ、専攻医のサブスペシャリティ領

域の専門研修や学術活動を支援します。また、これらの他にも整形外科には腫瘍、股関節、膝関節、

肩関節などのサブスペシャリティ領域が多く、各分野のエキスパートが各連携施設の指導責任者と

なっておりますので、より深みのある研修が可能です。 

 

６．３ 研修およびプログラムの評価計画 

① 専攻医の評価時期と方法 

 専攻医および指導医は研修記録による研修実績評価を 6 ヶ月に 1 回行います。専攻医は研修プ

ログラムの取得単位（年度末時の見込み）、学会発表・論文執筆数、教育研修講演受講状況を年一

回の面接時（1 月末頃）に専門研修プログラム管理委員会に提出し、専門研修プログラム委員会で

評価します。 

 九州大学病院および各連携施設での他職種も含めた研修評価（態度も含めた総評）を各施設での



研修終了時に行います。 

 専門研修 4 年目には研修期間中の研修目標達成度評価報告と経験症例数報告をもとに総合的評

価を行い、専門的知識、専門的技能、医師としての倫理性、社会性などを習得したか、専門研修プ

ログラム管理委員会において修了判定をします。 

② 指導医層のフィードバック法の学習（FD） 

 指導医は、整形外科専門研修プログラム新整備基準に沿って指導を行います（日本整形外科学会

ホームページ参照）。指導医はまた、日本整形外科学会が行う指導医講習会等を受講してフィード

バック法を学習し、より良い専門医研修プログラムの作成に努めています。指導医講習会には、フ

ィードバック法を学習するために「指導医のあり方、研修プログラムの立案（研修目標、研修方略

及び研修評価の実施計画の作成）、専攻医、指導医および研修プログラムの評価」などが組み込ま

れています。 

③ 専門研修プログラムの改善方法 

専門研修プログラム管理委員会で年一回検討し、必要に応じてプログラム改善を行います。 

1) 専攻医による指導医および研修プログラムに対する評価 

日本整形外科学会が作成した指導医評価表を用いて、各ローテーション終了時（指導医交代時）

毎に専攻医による指導医や研修プログラムの評価を行うことによって研修プログラムの改善を継

続的に行います。専攻医が指導医や研修プログラムに対する評価を行うことで不利益を被ることが

ないように保証します。 

2) 専攻医等からの評価（フィードバック）をシステム改善につなげるプロセス 

専攻医は、各ローテーション終了時に指導医や研修プログラムの評価を行います。その評価を元

に、専門研修プログラム管理委員会では研修プログラムの改善に生かすようにするとともに指導医

の教育能力の向上を支援します。 

 

６．４ 専攻医の就業環境の整備機能（労務管理） 

 専門研修プログラム管理委員会は、専攻医に対するアンケートと面接で施設の就業環境を調査し

ます。就業環境に改善が必要であると判断した場合には、当該施設の専門研修指導責任者に文書で

通達・指導します。 

 

６．５ 整形外科研修の休止、中断、プログラム移動、プログラム外研修の条件について 

傷病、妊娠、出産、育児、その他やむを得ない理由がある場合の休止期間は合計 6 ヶ月間以内と

します。限度を超えたときは、原則として少なくも不足期間分を追加履修することが求められます。

疾病の場合は診断書の、妊娠・出産の場合はそれを証明するものの添付が必要です。留学、診療実

績のない大学院の期間は研修期間に組み入れることはできません。専門研修プログラムを移動する

に際しては、移動前・後のプログラム統括責任者及び整形外科領域の研修委員会の同意が必要です。 

 

７．専門研修プログラムを支える体制 



① 専門研修プログラムの管理運営体制 

専門研修基幹施設である九州大学病院および各専門研修連携施設においては、それぞれの施設の

指導管理責任者および指導医の協力により専攻医の評価体制を整備します。専門研修プログラムの

管理には日本整形外科学会が作成した指導医評価表や専攻医評価表などを用いて双方向の評価シ

ステムにより互いにフィードバックすることから研修プログラムの改善を行います。 

上記目的達成のために、専門研修プログラムと専攻医を統括的に管理する専門研修プログラム管

理委員会を九州大学整形外科医局に設置します。専門研修プログラム管理委員会には、次に掲げる

者を構成員に含みます。 

・専門研修プログラム統括責任者（基幹施設である九州大学病院の指導管理責任者が兼務します） 

・副プログラム統括責任者 

・各研修連携施設の指導管理責任者 

② 専門研修プログラム管理委員会の役割と権限 

1) 専門研修プログラム管理委員会は、研修プログラムの作成、研修プログラム相互間の調整、専

攻医の管理及び専攻医の採用・中断・修了の際の評価等、専門医研修実施の統括管理を行います。 

2) 専門研修プログラム管理委員会は研修の評価及び認定において、必要に応じて指導医から各専

攻医の研修進捗状況について情報提供を受けることにより、各専攻医の研修進捗状況を把握、評価

し、修了基準に不足している部分についての研修が行えるよう、指導医に指導・助言する等、有効

な研修が行われるよう配慮します。 

3) 専門研修プログラム管理委員会は、専攻医が専門医研修を継続することが困難であると認める

場合には、当該専攻医がそれまでに受けた専門医研修に係る当該専攻医の評価を行い、指導管理責

任者に対し、当該専攻医の専門医研修を中断することを勧告することができます。 

4) 専門研修プログラム管理委員会は、専攻医の研修期間の終了に際し、専門医研修に関する当該

専攻医の評価を行います。専門研修プログラム管理委員会の責任者である専門研修プログラム統括

責任者が、専門研修プログラム管理委員会における評価に基づいて、専攻医の最終的な研修修了判

定を行ないます。 

③ 労働環境、労働安全、勤務条件 

九州大学病院や各専門研修連携施設の病院規定によりますが、労働環境、労働安全、勤務条件等へ

以下に示す配慮をします。 

・研修施設の責任者は専攻医のために適切な労働環境の整備に努めます。 

・研修施設の責任者は専攻医の心身の健康維持に配慮します。 

・過剰な時間外勤務を命じないようにします。 

・施設の給与体系を明示します。 

 

８．専攻医の募集人数と応募方法 

① 募集人数 

本プログラム全体の指導医数は約 160 名、年間新患数はおよそ 10 万 3 千人、年間手術件数はおよ



そ 3 万件であり、質・量ともに十分な研修を提供できる体制にあります。また、過去 4 年間の入

局者数は平均 24 人、最大 30 人でありました。以上より、「本プログラムの受け入れ数は 1 年次 25

名まで」、とします。 

② 応募方法 

 後期研修開始前年度の 10 月 31 日までに、九州大学整形外科専門研修プログラム管理委員会（九

州大学整形外科医局）にお問い合わせの上、研修申込書を提出してください。原則として 11 月末

日までに採否を決定してご本人にご連絡いたします。応募締切および採否の時期につきましては、

日本専門医機構の方針により前後する場合がございますので、必ず下記までお問い合わせの上ご確

認ください。 

 

お問い合わせ先 

〒812-8582 福岡市東区馬出３－１－１ 

九州大学整形外科 医局長室 

TEL: 092-642-5488 

FAX: 092-642-5490 

Email: seikei@ortho.med.kyushu-u.ac.jp 
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